
  

日本の小・中学生の算数・数学の現状 

－国際数学・理科教育動向調査2003年調査結果から－ 

Trends in Understanding Science among Japanese Primary and Lower Secondary 
School Students: From the Result of TIMSS2003 

 

鈴木 康志                      相馬 一彦 
SUZUKI Yasushi                       SOUMA Kazuhiko 

文部科学省                        北海道教育大学旭川校 
Ministry of Education, Culture, Sports, Science          Hokkaido University of Education, Asahikawa 

And Technology                      

 

［要約］よくできている問題（正答率が80％以上の問題）は，小学校4年では79題中32題（40.5％），

中学校 2 年では 99 題中 25 題（25.3％）である。内容領域別ではどちらの学年でも「資料・確率」

の問題比率が多い。また，中学校２年では「幾何」の問題比率も多く，その中で合同に関わる問題

が 4 題と最も多くある。認知的領域別では，どちらの学年でも「用いる」の問題比率が多い。出題

形式別では，どちらの学年でも「記述」よりも「選択肢」が多い。 

  よくできていない問題（正答率が 40％未満の問題）は，小学校 4 年では 79 題中 5 題（6.3％），

中学校 2 年では 99 題中 12 題（12.1％）である。内容領域別では，小学校４年で「幾何」と「資料・

確率」にはないが，どちらの学年でも各領域に分散している。認知的領域別では，小学校4年では「知

る」にはなく他の３つの領域に分散しており，中学校2年では「推論」と「解く」に多い。 

 

１．はじめに 

ここでは，TIMSS2003 年調査の分析を，内容領域別，認知的領域別，出題形式別に行う。その

際，正答率が「80％以上」「80％未満40％以上」「40％未満」の3つの段階に分けて，80％以上の

問題と40％未満の問題に焦点を当てて分析する。最初に「内容領域別」「認知的領域別」「出題形

式別」に正答率の分布を示し，次に正答率が80％以上の問題の分析と正答率が40％未満の問題の分

析を示す。また，それぞれの分析の最後には，正答率が 80％以上の問題の一覧表と具体的な問題，

及び正答率が40％未満の問題の一覧表を載せる。 
 

２．正答率の分布  

 下の表 1 は，TIMSS2003 年調査の小学校 4 年，中学校 2 年について，

3 つの段階の問題数を表し，（ ）内にその問題数を学年の総問題数で割

った問題比率を示している。また，図 1 はその問

題比率をグラフに表したものである。なお，学年

の総問題数は学年の欄に〔 〕で示している。 
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図1 正答率の問題比率  

80％以上
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表１ TIMSS2003年調査 正答率の分布表 

学年 80％以上 80％未満40％以上 40％未満 

小学校4年〔79題〕 32(40.5%) 42(53.2%) 5( 6.3%)

中学校2年〔99題〕 25(25.3%) 62(62.6%) 12(12.1%)

計  〔178題〕 57(32.0%) 104(58.4%) 17( 9.6%)

 



  

（１）内容領域別の正答率分布 
 TIMSS2003 年調査における内容領域は，「数」「代数」（小学校では「きまりと関係」）「測定」「幾

何」「資料の表現・分析，確率」（以下，「資料・確率」）の 5 つの内容領域からなる。下の表 2，表

3 は，正答率を 3 つの段階に分けて，内容領域別の問題数とその内容領域内の問題比率を（ ）内

に示したものである。なお，領域の総問題数は，領域の欄に〔 〕で示している。 
 
表２ 小学校4年  

内容領域 80％以上 80％未満40％以上 40％未満 

数     〔38題〕  15(39.5%)  21(55.3%)  2( 5.3%)

きまりと関係 〔7題〕  3(42.9%)  3(42.9%)  1(14.3%)

測定     〔14題〕  5(35.7%)  7(50.0%)  2(14.3%)

幾何     〔12題〕  3(25.0%)  9(75.0%)  0( 0.0%)

資料・確率  〔8題〕  6(75.0%)  2(25.0%)  0( 0.0%)

計   〔79題〕  32(40.5%)  42(53.2%)  5( 6.3%)

 
表３ 中学校2年  

内容領域 80％以上 80％未満40％以上 40％未満 

数         〔31題〕 4(12.9%) 23(74.2%) 4(12.9%)

代数       〔24題〕 4(16.7%) 17(70.8%) 3(12.5%)

測定       〔17題〕 5(29.4%) 11(64.7%) 1( 5.9%)

幾何       〔16題〕 7(43.8%) 8(50.0%) 1( 6.3%)

資料・確率 〔11題〕 5(45.5%) 3(27.3%) 3(27.3%)

計    〔99題〕 25(25.3%) 62(62.6%) 12(12.1%)

 
（２）認知的領域別の正答率分布 

 認知的領域は，「事実や手順を知ること」（以下「知る」），「概念を用いること」（以下「用いる」），

「決まりきった問題を解くこと」（以下「解く」），「推論を行うこと」（以下「推論」）の 4 つの領域

からなる。次の表 4，表 5 は，正答率を 3 つの段階に分けて，認知的領域別の問題数とその認知的

領域の問題比率を（ ）内に示したものである。なお，認知的領域に含まれる総問題数は認知的領

域の欄の〔 〕内に示している。 
 
表４ 小学校4年  

認知的領域 80％以上 80％未満40％以上 40％未満 

知る  〔24題〕  9(37.5%)  15(62.5%)  0( 0.0%)

用いる 〔15題〕  7(46.7%)  7(46.7%)  1( 6.7%)

解く  〔31題〕  12(38.7%)  16(51.6%)  3( 9.7%)

推論  〔9題〕  4（44.4%）  4(44.4%)  1(11.1%)

計 〔79題〕  32(40.5%)  42(53.2%)  5( 6.3%)
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表５ 中学校2年  

認知的領域 80％以上 80％未満40％以上 40％未満 

知る  〔26題〕  8(30.8%)  16(61.5%)  2( 7.7%)

用いる 〔21題〕  8(38.1%)  12(57.1%)  1( 4.8%)

解く  〔34題〕  5(14.7%)  24(70.6%)  5(14.7%)

推論  〔18題〕  4(22.2%)  10(55.6%)  4(22.2%)

計 〔99題〕  25(25.3%)  62(62.6%)  12(12.1%)

 
（３）出題形式別の正答率分析 

 出題形式は，「選択肢」「記述」の２つに分けられている。次の表 6，表 7 は，正答率を 3 つの段

階に分けて，出題形式別の問題数と出題形式別内の問題比率を（ ）内に示したものである。なお，

認知的領域に含まれる総問題数は認知的領域の欄の〔 〕内に示している。 
 
表６ 小学校4年 

出題形式 80％以上 80％未満40％以上 40％未満 

選択肢 〔50題〕  23(46.0%)  25(50.0%)  2( 4.0%)

記述  〔29題〕  9(31.0%)  17(58.6%)  3(10.3%)

計  〔79題〕  32(40.5%)  42(53.2%)  5( 6.3%)

 
表７ 中学校2年 

出題形式 80％以上 80％未満40％以上 40％未満 

選択肢 〔72題〕  21(29.2%)  45(62.5%)  6( 8.3%) 

記述  〔27題〕  4(14.8%)  17(63.0%) 6(22.2%) 

計  〔99題〕  25(25.3%)  62(62.6%)  12(12.1%) 

 
３．通過率が 80％以上の問題分析 

表１から正答率が 80％以上の問題数は次の通りである。 
小学校 4 年では，79 題中 32 題（40.5％） 
中学校 2 年では，99 題中 25 題（25.3％） 

小学校 4 年が中学校 2 年よりも正答率が 80％以上の問題数，問題比率ともに高いが，中学校 2
年でも正答率が 80％以上の問題数は決して少なくはない。 
 正答率が 80％以上の問題の一覧表と具体的な問題を「（４）正答率が 80％以上の問題」に載せて

いる。分析中における具体的な問題の引用は，その一覧表や具体的な問題につけている「問１」な

どの番号と学年をあわせて「小 4 問 1」と示し，さらに同一学年の問題が続く場合は「小 4 問 1，
問 8，問 10」などと連続して示している。 

 
（１）内容領域別による分析 

 表 2 と表 3 における各学年の正答率で 80％以上の問題の問題比率が大きい内容領域を挙げると，

ともに「資料・確率」の領域である。問題数で見ると，小学校 4 年では「数」の領域の出題問題が
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多いためか，正答率が 80％以上の問題は「数」の領域に 15 題と多い。中学校では「幾何」の領域

に 7 題と多い。次に，2 つの学年をまとめて内容領域ごとに見ていく。 
【数】 

１）整数に関する問題が多い 
表 2 と表 3 から，この内容領域で正答率が 80％以上の問題は 19 題あり，小学校 4 年に 15 題，

中学校 2 年に 4 題ある。この中では整数に関わる問題が 13 題，分数と小数に関わる問題が 6 題

あり，整数に関わる問題が多い。 
２）整数，小数，分数に関わる基本的な理解の問題が多い 

整数に関わる問題では，整数の位取り記数法の問題（小 4 問 2，問 5，問 16）や整数の乗法や

除法の意味の理解に関わる問題（小４問 9，問 22）など基本的な理解に関係する問題がある。分

数や小数に関わる問題では，分数の意味の理解に関わる問題（小 4 問 19)や分数の大小関係に関

わる問題（中 2 問 23）がある。また，計算ができることに関わる問題も 3 題（小 4 問 3，問 23，
問 26）ある。平成 15 年度教育課程実施状況調査の分析「３．通過率が 80％以上の問題分析」に

おける小学校「数と計算」の領域で挙げた２），３）と同様の特徴が見られる。 
 

【代数】(小学校では「きまりと関係」) 

１）方程式に関わる問題が多い。 
表 2 と表 3 から，この内容領域で正答率が 80％以上の問題は 7 題あり，小学校 4 年に 3 題，

中学校 2 年に 4 題ある。この中では方程式に関わる問題が 3 題（小 4 問 17，中 2 問 18，問 25）
と多い。 

２）小学校 4 年ではパターンを見つけたり，数量関係を式に表したりする問題がある 
小学校 4 年では，数の並びのパターンを見つける問題(小 4 問 14，問 29）や方程式に関わる簡

単な数量関係を□を使った式に表す問題(小 4 問 17）があり，パターンを見つけ，関係を式に表

す問題がある。この数の並びのパターンを見つける２つの問題は，基本的には 2 つの数の差が一

定になることを利用するものであり，このような問題はよくできている。 
３）方程式の解き方やグラフのよみに関わる問題がある 

中学校 2 年では，同類項の計算（中 2 問 20）や一次方程式を解く問題（中 2 問 25）もあるが，

天秤を利用した「一次方程式の解き方について理解している」問題（中 2 問 18)や「関数関係を

表したグラフをよむことができる」問題（中 2 問 2)がある。 
 
【測定】 

１）いろいろな量を表す単位に関わる問題が多い 
 表 2 と表 3 から，この内容領域で正答率が 80％以上の問題は 10 題あり，小学校 4 年に 5 題，

中学校 2 年に 5 題ある。この中でいろいろな量を表す単位に関わる問題が 4 題（小 4 問 10，問

15，中 2 問 14，問 17）と多い。 
２）計測と量の計算に関わる問題もある 

定規などの道具を利用した計測の問題（中 2 問 3），正方形やブロックの個数の計算をもとに，

面積や体積を比較する問題（小 4 問 6，中 2 問 22）が見られる。 
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【幾何】 

１）合同に関わる問題が多い。 
表 2 と表 3 から，この内容領域で正答率が 80％以上の問題は 10 題あり，小学校 4 年に 3 題，

中学校 2 年に 7 題ある。 
 その中で合同に関わる問題が 4 題（小 4 問 7，中 2 問 10，問 12，問 15）と最も多い。合同に

関わる問題では，小学校 4 年で合同な図形を見つけることができる問題（小 4 問 7）があり，合

同について小学校中学年からの学習可能性を示唆している。その他，合同な台形について合同の

性質の理解をみる問題（中 2 問 15）など，合同な図形の判別，合同な図形の性質に関わる問題が

ある。ただし，証明に関わる合同の問題はない。 
２）平成 15 年度実施状況調査の「図形」と同様の問題が見られる。 

三角柱の展開図の問題（中 2 問 1)や平行線の性質を利用する問題（中 2 問 16）がある。平成

15 年度教育課程実施状況調査の分析「３．通過率が 80％以上の問題分析」における中学校の図

形領域にも展開図，平行線の性質に関する問題が挙げられており，同様の特徴が見られる。 
 
【資料・確率】 

１）いろいろな範囲の問題がある 
 表 2 と表 3 から，この内容領域で正答率が 80％以上の問題は 11 題あり，小学校 4 年に 6 題，

中学校 2 年に 5 題ある。これらの問題は表やグラフなどからデータをよんだり，書き込んだりす

るデータの表現に関わる問題が 5 題（小 4 問 1，問 12，問 13，問 18，問 25），平均などを利用

したり，データを解釈したりするデータの解釈に関わる問題が 4 題（小 4 問 4，中 2 問 5，問 6，
問 21），確率に関わる問題が 2 題（中 2 問 11，問 19）あり，いろいろな問題が含まれている。 

２）小学校ではデータの表現の問題が，中学校ではデータの解釈の問題がある 
 小学校 4 年では，集計した表と棒グラフとを対応させる問題（小４問 13）のようにデータの

表現に関わる問題が多い。中学校では，棒グラフのデータを解釈して文章で与えられた状況に適

合する数値を選択する問題（中 2 問 6)など，単にグラフの数値をよむ問題ではなく，データの解

釈に関わる問題が多い。また，統計は中学校で未習ではあるが，小学校で棒グラフ，円グラフや

平均などを学習しているため，正答率が 80％以上の問題が中学校でも見られた。 
３）棒グラフを利用する問題が多い。 

データの表現やデータの解釈など資料に関わる問題 9 題のうち，棒グラフを利用する問題が 5
題（小 4 問 1，問 12，問 13，問 25，中 2 問 6）と多いことも特徴である。 

 
（２）認知的領域別による分析 

１）小学校 4 年，中学校 2 年ともに「用いる」の認知的領域の問題比率が高い。 
表 4 と表 5 において，正答率が 80％以上の問題比率が高い認知的領域をみると，小学校 4 年，

中学校 2 年ともに「用いる」である。この「用いる」の認知的領域には，割合を図に表す問題（小

4 問 21）や一次方程式の解法を天秤モデルに表す問題（中 2 問 18）など，表すことに関わる問

題がある。 
２）中学校 2 年「解く」の認知的領域には複雑な問題もある 

正答率が 80％以上の問題数を表 4 と表 5 で見ると，小学校 4 年では出題数の多い「解く」の

認知的領域が 12 題と多いが，中学校 2 年では出題数が多い「解く」の認知的領域の問題数は少
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ない。この点についてそれぞれの問題をみると，小学校ではよく知られている手続きを選択する

問題（小 4 問 9）や，棒グラフの数値をよみとることが主体の比較的単純な問題（例えば小 4 問

1）などが見られる。一方，中学校には，合同の性質や三角形の角の性質などを組み合わせて図

形の角度を求める問題（中 2 問 24）がある。このように複雑な問題で正答率が 80％以上である

ことは，多くの生徒が三角形の角の性質や合同な図形の性質に対しての確実な理解と角度の扱い

に対する高い習熟を示している。 
 
（３）出題形式別による分析 

１）「記述」問題に図をかく問題が多い 
表 6 と表 7 における各学年の正答率が 80％以上の問題を出題形式別に見ると，小学校 4 年，

中学校 2 年の両方で，問題数，問題比率ともに「記述」よりも「選択肢」が多い。「記述」の問

題は 13 題あるが，その中で図にかく問題が 4 題（小 4 問 8，問 11，問 32，中 2 問 10）と多い

のが特徴である。その他，棒グラフを描く問題（小 4 問 12）が 1 題あり，他は問題の答となる数

値を記入する問題（例えば，小 4 問 26）である。 
 
（４）正答率が 80％以上の問題 
 ここでは，正答率が80％以上の問題の内容を示した一覧表と具体的な問題を正答率の順に載せた。

以下の表や具体的な問題において，出題形式の欄の「選」は「選択肢」を，「記」は「記述」を表し

ている。また，正答率が80％以上の問題を載せた図における欄は左から， 

  番号，問題番号，内容領域，認知的領域，出題形式，正答率 

を示している。番号は，正答率が80％以上の問題の分析において，問題を引用するために，それぞれ

の学年において問1から順に番号をつけている 

 

①小学校４年 

表８ 小学校４年における正答率が80％以上の問題 

番号 問題番号 内容領域 問題内容 認知的領域 出題形式 正答率 

問1 M01-01 資料 あきびん45本を表す棒グラフ 解く 選 96.9  

問 2 M03-04 数 342と等しい式 用いる 選 96.5  

問 3 M03-05 数 2.5と 3.8の合計 知る 選 95.9  

問 4 M02-06 資料 気温を表から読み取る 解く 選 94.7  

問 5 M01-06 数 2345の百の位の数字 用いる 選 94.1  

問 6 M02-13 測定 広さが一番広い図形 推論 選 93.7  

問 7 M02-03 幾何 合同な図形の組 知る 選 92.7  

問 8 M10-08A 幾何 長方形を2つの三角形に 解く 記 91.7  

問 9 M01-04 数 窓を洗うのにかかる時間 解く 選 91.4  

問 10 M02-09 測定 たまご1個の重さを量る単位 知る 選 90.8  

問 11 M10-08B 幾何 長方形を2つの長方形に 解く 記 90.7  

問 12 M04-10 資料 髪の色別棒グラフの完成 解く 記 89.8  

問 13 M10-10 資料 表と同じ内容の棒グラフ 用いる 選 89.8  
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問14 M04-04 きまり 4回目の映画の始まりの時刻 解く 選 89.6  

問 15 M01-10 測定 おとなの体重 知る 選 88.9  

問 16 M02-12 数 正方形で表された数 用いる 選 88.9  

問 17 M04-05 きまり リンゴ20個が残った式 用いる 選 88.7  

問 18 M04-11 資料 鉛筆と定規の数の比較 解く 記 88.7  

問 19 M09-03 数 ケーキ8切れのうちの3切れ 解く 選 88.2  

問 20 M09-01 数 数直線の□に入る数 用いる 記 88.1  

問 21 M03-06 数 半分が黒丸の図 用いる 選 87.8  

問 22 M04-02 数 204cmのロープを4つに切る式 解く 選 87.3  

問 23 M04-01 数 15×9 知る 記 86.5  

問 24 M01-07 数 およそ600になる数 知る 選 84.8  

問 25 M02-01 資料 80本を表す2つの棒グラフ 解く 選 84.6  

問 26 M10-01 数 204÷4 知る 記 83.8  

問 27 M02-08 数 （一が3こ）＋・・・ 知る 選 83.7  

問 28 M01-05 測定 カレンダーで3週間後 解く 選 83.1  

問 29 M03-11 きまり □に入る3つの数 推論 選 83.0  

問 30 M09-02 数 間違って電卓に入力 推論 選 82.5  

問 31 M13-03 数 142にたして369となる数 推論 記 81.4  

問 32 M04-06 測定 2辺が同じ長さの三角形 知る 記 80.4  

 

図２ 小学校４年における正答率が80％以上の問題 

問1 M01-01 資料 解く 選 96.9  問 2 M03-04 数 用いる 選 96.5 

 

 

問3 M03-05 数 知る 選 95.9  問 4 M02-06 資料 解く 選 94.7 

 

 

 

 - 7 -



  

問5 M01-06 数 用いる 選 94.1  問 6 M02-13 測定 推論 選 93.7 

 
 

問7 M02-03 幾何 知る 選 92.7  問 8 M10-08A 幾何 解く 記 91.7 

 

 

問9 M01-04 数 解く 選 91.4  問 10 M02-09 測定 知る 選 90.8 

 

問11 M10-08B 幾何 解く 記 90.7 問 12 M04-10 資料 解く 記 89.8 

 

 

問13 M10-10 資料 用いる 選 89.8 問 14 M04-04 きまり 解く 選 89.6 
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問15 M01-10 測定 知る 選 88.9  問 16 M02-12 数 用いる 選 88.9 

 

問17 M04-05 きまり 用いる 選 88.7  問 18 M04-11 資料 解く 記 88.7 

問 19 M09-03 数 解く 選 88.2  問 20 M09-01 数 用いる 記 88.1 

問 21 M03-06 数 用いる 選 87.8  問 22 M04-02 数 解く 選 87.3 

 

① 204＋4 
② 204×4 
③ 204－4 
④ 204÷4 

 

問23 M04-01 数 知る 記 86.5  問 24 M01-07 数 知る 選 84.8 
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問25 M02-01 資料 解く 選 84.6  問 26 M10-01 数 知る 記 83.8 

  

問27 M02-08 数 知る 選 83.7 

  

問 28 M01-05 測定 解く 選 83.1  問 29 M03-11 きまり 推論 選 83.0 

 

問30 M09-02 数 推論 選 82.5 

  

問31 M13-03 数 推論 記 81.4  問 32 M04-06 測定 知る 記 80.4 

 

 

②中学校２年 

表９ 中学校２年における正答率が80％以上の問題 

番号 問題番号 内容領域 問題内容 認知的領域 出題形式 正答率

問1 M09-12 幾何 示された立体になる元の図形 用いる 選 96.8 

問 2 M03-01 代数 2人が出会った時間 解く 選 96.0 

問 3 M01-08 測定 定規で示された管の長さ 知る 選 92.5 

問 4 M13-08 数 10に最も近い数 用いる 選 92.4 

問 5 M02-02 資料 円グラフについての正しい文 用いる 選 91.9 

問 6 M02-09 資料 棒グラフと文章で求める鉛筆数 推論 選 88.0 

問 7 M02-10 数 ある会に集まった男女の人数 推論 選 86.8 
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問8 M04-11A 測定 5つで245cm２の面積の1つの面積 解く 記 86.4 

問 9 M09-13 幾何 座標が（2,-4）になる点 知る 選 86.3 

問 10 M09-10 幾何 合同な三角形に分ける直線 知る 記 86.2 

問 11 M03-11 資料 30人の生徒，1/5の確率 解く 選 85.7 

問 12 M01-05 幾何 合同な三角形について誤った文 用いる 選 84.8 

問 13 M03-04 数 9，1，4，5でできる数の差 解く 選 84.8 

問 14 M13-12 測定 三角形の面積を示しているもの 知る 選 84.2 

問 15 M02-03 幾何 合同な台形についての正しい文 推論 選 82.8 

問 16 M03-09 幾何 2つの角の和が180°になる角 知る 選 82.8 

問 17 M10-06 測定 サッカー場の面積を表す単位 知る 選 82.1 

問 18 M01-02 代数 天びん上のレンガ1個の重さ 用いる 選 82.0 

問 19 M04-09 資料 矢が最も止まりにくい部分 推論 選 82.0 

問 20 M13-10 代数 2x-3y+7x+5yと等しい式 知る 選 81.8 

問 21 M01-06 資料 テストの平均得点の関係 用いる 選 81.2 

問 22 M02-01 測定 異なる体積を持つブロック 用いる 選 81.2 

問 23 M04-06 数 4/9よりも小さい分数 用いる 記 81.1 

問 24 M03-02 幾何 合同な三角形間の重なる角度 解く 選 80.2 

問 25 M03-13 代数 4(x+5)=80のときのｘの値 知る 記 80.0 

 

図３ 中学校２年における正答率が80％以上の問題 

問1 M09-12 幾何 用いる 選 96.8 問 2 M03-01 代数 解く 選 96.0 

 
 

問3 M01-08 測定 知る 選 92.5 問 4 M13-08 数 用いる 選 92.4 
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問5 M02-02 資料 用いる 選 91.9 問 6 M02-09 資料 推論 選 88.0 

 

 

問7 M02-10 数 推論 選 86.8 問 8 M04-11A 測定 解く 記 86.4 

 

 

問9 M09-13 幾何 知る 選 86.3 問 10 M09-10 幾何 知る 記 86.2 

 
 

問11 M03-11 資料 解く 選 85.7 問 12 M01-05 幾何 用いる 選 84.8 

問 13 M03-04 数 解く 選 84.8 問 14 M13-12 測定 知る 選 84.2 
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問15 M02-03 幾何 推論 選 82.8 問 16 M03-09 幾何 知る 選 82.8 

 
 

問17 M10-06 測定 知る 選 82.1 問 18 M01-02 代数 用いる 選 82.0 

 

問 19 M04-09 資料 推論 選 82.0 問 20 M13-10 代数 知る 選 81.8 

 

 

問21 M01-06 資料 用いる 選 81.2 問 22 M02-01 測定 用いる 選 81.2 

 

問23 M04-06 数 用いる 記 81.1 問 24 M03-02 幾何 解く 選 80.2 
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問25 M03-13 代数 知る 記 80.0 

 

 

 
４．正答率が 40％未満の問題分析 
正答率が 40％未満の問題数は次の通りである。 小学校 4 年と比べて中学校 2 年に正答率が 40％

未満の問題が多く，問題比率は約２倍になっている。            
   小学校 4 年では，79 題中 5 題（6.3％） 

中学校 2 年では，99 題中 12 題（12.1％） 
 
（１）内容領域別による分析 
① 小学校4年では，表2のように，「幾何」と「資料・確率」に正答率が40％未満の問題はなく，「数」

２題，「きまりと関係」１題，「測定」２題のように３つの領域に分散している。たとえば「きま

りと関係」領域の１題は，次のような問題(問題例1)である。 

② 中学校2年では，表3のように，正答率が40％未満の問題はすべての領域にあるが，特に「数」と

「代数」に多い。たとえば「数」領域の次のような問題(問題例2)の正答率は20％未満である。 

また，「代数」領域の中の１題は，次のような問題(問題例3)である。 

 

図４ 内容領域別による分析の問題例 

問題例1 小4 M09-04 正答率 26.4％ 問題例3 中２ M13-02 正答率 37.1％ 

 

問題例2 中 2 M13-07 正答率 16.4％ 

 

 

 

（２）認知的領域別による分析 
① 小学校4年では，表4のように，「知る」に正答率が40％未満の問題はなく，５つの問題が他の３

つの認知的領域に分散している。たとえば「解く」領域の次のような問題（問題例4)である。 

  また，「推論」領域の次の問題(問題例5)の正答率は，小学校4年の全問題中で最も低い13.4％で

ある。 

② 中学校2年では，表5のように， 12の問題が５つの認知的領域に分散しているが，特に「解く」

と「推論」に多い。たとえば「解く」の次のような問題（問題例6)である。 
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図５ 認知的領域別による分析の問題例 

問題例4 小４ M13-02C 正答率 34.7％ 問題例5 小４ M09-06Ｂ 正答率 13.4％

 

 

 

 

問題例6 中 2  M03-07 正答率 38.5％ 

 

 

 

（３）出題形式別による分析 

① 小学校4年では，表6のように，正答率が40％未満の問題は「選択肢」が２題で「記述」が３題で

あるが，問題比率を比べると「記述」の方が多い。「選択肢」の２題は次のような問題（問題例7，

問題例8)である。 

② 中学校2年では，表7のように，正答率が40％未満の問題は「選択肢」が６題で「記述」が６題で

あるが，問題比率を比べると「記述」の方が多い。たとえば「選択肢」の次のような問題（問題例

9)である。 

  また，「記述」の次の問題(問題例10)の正答率は，中学校2年の全問題中で最も低い14.3％である。 
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図６ 出題形式別による分析の問題例 

問題例7 小 4 M03-09 正答率 25.4％ 問題例8 小4 M10-06 正答率 24.7％ 

 

問題例9 中 2 M02-06 正答率 35.3％ 問題例10 中 2  M13-06  正答率 14.3％ 

 

 

 

（４）正答率が 40％未満の問題 
 ここでは，正答率が40％未満の問題の内容等を示した一覧表を載せる。表における出題形式の「選」

「記」は「２．（４）正答率が80％以上の問題」におけるものと同じである。 

 

①小学校４年 

表10 小学校４年における正答率が80％以上の問題 

問題番号 内容領域 問題内容 認知的領域 出題形式 正答率 問題例 

M13-02C 数 1,4,5のかけ算で一番大きな数 解く 記 34.7  問題例4 

M09-04 きまり 37×■+6 用いる 記 26.4  問題例1 

M03-09 測定 長方形の周りの長さ 解く 選 25.4  問題例7 

M10-06 測定 1・1/2時間と2時間の映画 解く 選 24.7  問題例8 

M09-06B 数 5/8が黒になる並べ方 推論 記 13.4  問題例5 
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②中学校２年 
表11 中学校２年における正答率が80％以上の問題 

問題番号 内容領域 問題内容 認知的領域 出題形式 正答率 問題例 

M03-08 数 25分から20分への短縮の割合 知る 選 38.7   

M03-07 資料 水の温度が下がる時間 解く 選 38.5  問題例6 

M04-12 数 350kmのドライブで残った燃料 解く 選 38.4   

M10-03 代数 a＋2(b+c） 推論 記 37.4   

M13-02 数 370×998+370×2と等しい式 知る 選 37.1  問題例3 

M02-06 代数 3人の本の合計を表す式 用いる 選 35.3  問題例9 

M04-01 代数 k+(K+2)+(k+4)=84におけるｋ 解く 選 34.1   

M09-07B 測定 残りを通過する平均の速さ 推論 記 33.0   

M10-09 資料 1か月通話した分数 解く 記 19.5   

M10-08 資料 5時間通話の料金と求め方 解く 記 18.7   

M13-07 数 女子部員のパーセント 推論 記 16.4  問題例2 

M13-06 幾何 線対称になる文字の並べ方 推論 記 14.3  問題例10
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